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令和6年本市議会第1回定例会で、川合善明市長が市政運営の方針について、

基本的な考え方や実現に向けた施策などについて説明しました。

令和 6年度市政方針

●　　近近年年、、 日日本本各各地地ににおおいいてて、、 豪豪雨雨災災害害がが激激甚甚化化 ・・ 頻頻発発化化ししてていいまますす。。 ままたた、、 首首都都直直下下
地地震震のの発発生生もも懸懸念念さされれてておおりり、、 大大規規模模災災害害へへのの備備ええはは急急務務でですす。。 河河川川改改修修等等、、 必必要要なな

整整備備をを引引きき続続きき進進めめるるととととももにに、、 新新宿宿町町一一丁丁目目のの広広場場ににつついいてて、、 普普段段はは散散策策路路等等をを備備ええ

たた緑緑ああるる憩憩いいのの場場ととししてて川川越越駅駅西西口口エエリリアアのの賑賑わわいいのの創創出出をを図図りりつつつつ、、 災災害害時時はは避避難難場場

所所ととししてて使使用用すするるここととをを想想定定しし、、 整整備備をを進進めめてていいききまますす。。

　　地地域域住住民民のの一一人人ひひととりりがが安安心心ししてて地地域域でで暮暮ららしし続続けけらられれるるよよううにに、、 そそれれぞぞれれがが役役割割をを持持

ちち、、 互互いいにに支支ええ合合いいななががらら暮暮ららししてていいくくここととががででききるる地地域域共共生生社社会会をを実実現現すするるたためめ、、 包包括括

的的相相談談支支援援、、 参参加加支支援援、、 地地域域づづくくりりにに向向けけたた支支援援にに一一体体的的にに取取りり組組むむ重重層層的的支支援援体体制制整整

備備事事業業をを引引きき続続きき推推進進ししてていいききまますす。。 ままたた、、 更更ななるる高高齢齢化化にに対対応応すするるたためめ、、 高高齢齢者者のの総総合合

的的なな相相談談にに応応じじるる地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの体体制制をを強強化化しし、、 地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの一一層層のの

推推進進をを図図っってていいききまますす。。

　近年、 日本各地において、 豪雨災害が激甚化 ・ 頻発化しています。 また、 首都直下

地震の発生も懸念されており、 大規模災害への備えは急務です。 河川改修等、 必要な

整備を引き続き進めるとともに、 新宿町一丁目の広場について、 普段は散策路等を備え

た緑ある憩いの場として川越駅西口エリアの賑わいの創出を図りつつ、 災害時は避難場

所として使用することを想定し、 整備を進めていきます。

　地域住民の一人ひとりが安心して地域で暮らし続けられるように、 それぞれが役割を持

ち、 互いに支え合いながら暮らしていくことができる地域共生社会を実現するため、 包括

的相談支援、 参加支援、 地域づくりに向けた支援に一体的に取り組む重層的支援体制整

備事業を引き続き推進していきます。 また、 更なる高齢化に対応するため、 高齢者の総合

的な相談に応じる地域包括支援センターの体制を強化し、 地域包括ケアシステムの一層の

推進を図っていきます。

●●子育てが楽しい川越づくり子育てが楽しい川越づくり

　　本本市市ででもも、、出出生生数数のの減減少少傾傾向向がが続続きき、、今今後後更更ななるる少少子子化化がが懸懸念念さされれてていいまますす。。 産産前前・・

産産後後ににおおけけるる支支援援やや妊妊婦婦 ・・ 子子育育てて家家庭庭にに寄寄りり添添いいななががらら必必要要なな支支援援をを行行うう伴伴走走型型相相

談談支支援援ななどど、、 子子育育てて世世帯帯へへのの各各種種支支援援をを継継続続ししてて行行っってていいくくととととももにに、、 新新たたにに「「ここどどもも

家家庭庭セセンンタターー」」をを設設置置しし、、 妊妊産産婦婦、、 子子育育てて世世帯帯、、 子子どどももたたちちのの福福祉祉にに関関しし、、 包包括括的的なな

支支援援体体制制のの充充実実をを図図っってていいききまますす。。

　　ままたた、、 変変化化のの激激ししいい社社会会ににああっってて、、 子子どどもも達達がが自自ららのの未未来来をを切切りり開開いいてていいくく力力をを身身

にに付付けけるるたためめににはは、、 学学校校教教育育がが果果たたすす役役割割ははまますすまますす重重要要ととななっっててききてていいまますす。。 ＩＩＣＣＴＴ

環環境境のの整整備備をを引引きき続続きき進進めめ、、 児児童童生生徒徒一一人人ひひととりりにに合合っったた学学びびのの実実現現にに向向けけてて取取りり

組組んんででいいききまますす。。

　本市でも、出生数の減少傾向が続き、今後更なる少子化が懸念されています。 産前・

産後における支援や妊婦 ・子育て家庭に寄り添いながら必要な支援を行う伴走型相

談支援など、 子育て世帯への各種支援を継続して行っていくとともに、 新たに「こども

家庭センター」を設置し、 妊産婦、 子育て世帯、 子どもたちの福祉に関し、 包括的な

支援体制の充実を図っていきます。

　また、 変化の激しい社会にあって、 子ども達が自らの未来を切り開いていく力を身

に付けるためには、 学校教育が果たす役割はますます重要となってきています。 ＩＣＴ

環境の整備を引き続き進め、 児童生徒一人ひとりに合った学びの実現に向けて取り

組んでいきます。

快適で安心できる川越づくり快適で安心できる川越づくり

将来都市像の実現に向けて



　本市の中心部には、 各時代の特色を反映した建造物が

共存することで、 本市を特徴づける景観を形成し、 その魅

力が多くの観光客をひきつけています。 このような魅力を

更に高めるため、 市指定文化財である旧川越織物市場を

復原した「川越市文化創造インキュベーション施設」を開設

し、 クリエイター等の創造的な活動を通じて立門前かいわいの活性化を図り、 蔵造りの町並みから駅周辺までの

賑わいに連続性を創出していきます。

　さらに、 伊佐沼周辺の自然や農業と触れ合う機会を提供するグリーンツーリズム拠点施設では、 キャンプスペー

スを整備することで、 滞在性を高め、 本市の観光の広域化及び交流人口の増加を図ります。

　また、 国道、 高速道路および鉄道が交差する交通結節点としての本市の強みを生かし、 南古谷駅や川越駅西

口の駅周辺整備および基幹道路の整備を計画的に進め、 交通の利便性向上を図ります。 企業立地に係る支援

施策を力強く推し進めることで、 雇用創出や地域産業の振興を図り、 本市に新たな活力を創出していきます。

令和6年度予算の概要については、5月号に掲載します。

人がつながり、魅力があふれ、
だれもが住み続けたいまち　川越

4つの川越づくり
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●●活力と魅力のある川越づくり活力と魅力のある川越づくり

持続可能な都市、川越づくり持続可能な都市、川越づくり

　　昭昭和和4400年年代代後後半半にに人人口口がが急急増増しし、、 ここのの時時期期にに集集中中的的にに整整備備

ししたた公公共共施施設設等等のの老老朽朽化化がが進進んんででいいまますす。。 そそののたためめ、、 「「川川越越市市

公公共共施施設設等等総総合合管管理理計計画画」」のの下下、、 社社会会状状況況のの変変化化やや公公共共施施設設

等等のの役役割割をを適適切切ににととららええ、、 長長寿寿命命化化やや集集約約化化、、 複複合合化化、、 廃廃止止

等等をを引引きき続続きき行行っってていいききまますす。。

　　今今後後、、 高高齢齢化化のの進進行行にに伴伴いい、、 介介護護やや医医療療等等のの社社会会保保障障関関係係

経経費費のの更更ななるる増増大大がが予予想想さされれるる中中、、 将将来来ににわわたたっってて安安定定的的にに市市民民ササーービビススをを提提供供すするるたためめ「「川川越越市市行行財財政政改改革革推推

進進計計画画」」のの下下、、 市市民民生生活活へへのの影影響響をを十十分分にに踏踏ままええつつつつ、、 事事務務事事業業のの見見直直ししやや積積極極的的なな歳歳入入確確保保にに努努めめ、、 行行財財政政

改改革革をを引引きき続続きき着着実実にに進進めめててままいいりりまますす。。

　昭和40年代後半に人口が急増し、 この時期に集中的に整備

した公共施設等の老朽化が進んでいます。 そのため、 「川越市

公共施設等総合管理計画」の下、 社会状況の変化や公共施設

等の役割を適切にとらえ、 長寿命化や集約化、 複合化、 廃止

等を引き続き行っていきます。

　今後、 高齢化の進行に伴い、 介護や医療等の社会保障関係

経費の更なる増大が予想される中、 将来にわたって安定的に市民サービスを提供するため「川越市行財政改革推

進計画」の下、 市民生活への影響を十分に踏まえつつ、 事務事業の見直しや積極的な歳入確保に努め、 行財政

改革を引き続き着実に進めてまいります。




